
鹿児島の“食”で鹿児島を元気に！

公民館ランチ
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令和２年度かごしま政策アイデアコンテスト

チーム名：やまうち
春山沙貴 堀之内咲花



2016年 鹿児島県の企業数(企業単位)（左）
2016年 鹿児島県の従業者数(企業単位)（右）
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宿泊業、飲食サービス業：企業数県内2位（7,578社）、従業者数4位（4万7千人）
→鹿児島県内で飲食業に従事している人がかなり多い
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鹿児島県の業種別前年同期比の推移
2020年1月1日～2020年6月30日

外食産業
では前年
同期より
－60％
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飲食店情報
の閲覧数
2019年12月30日～
2020年12月27日

決済データから
見る消費動向
業種別の前年同
期比の推移
2020年1月1日～
2020年10月31日

どの分野の飲食店も
0％を下回っている
→外食をしようとして
いない



私たちの考えたこと
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飲食業界の
落ち込みの改善

コロナで
疲れてしまっている人を

元気にしたい

現在の楽しみの一つと
言えば“食”

鹿児島のおいしい“食”を
生かした政策が何かでき

ないかな？



鹿児島の“食”で鹿児島を元気に！
公民館ランチ

〇場所 鹿児島市内の14か所の公民館（毎月開催公民館は変わる）
〇日時 月に一回
〇対象者 だれでも年齢問わず！もちろん県外の方も参加OK

〇内容
①キッチンカーで公民館を回って鹿児島の特産品やランチ弁当を売る
②食育学習を行う
③みんなが楽しめる小さな食のイベントを開催する（半年に一回）
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キッチンカーは誰が運営するか
〈主体〉
キッチンカーで食べ物を売りたい！と考え
ている希望者（鹿児島県が募集する）
〈他の自治体の支援制度〉
・KOBEキッチンカーSTAND
→新たにキッチンカーによる飲食店事業を
開始する若者に対して、補助金（最大100
万円）・出店場所・経営ノウハウ等を提供
・群馬県前橋市
→キッチンカーで飲食営業をする事業者に
最大10万円の支援金の給付
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なぜ「キッチンカー」なのか？
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①テイクアウト需要の高まり ②キッチンカーのメリット



なぜ「公民館」なのか？
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①学校区に必ずある公民館を使うことで遠出しなくても買い物ができるから。
②大きな商業施設のように密にならない空間を作りやすいから。
＊たびたび地域課題として挙げられる「地域のつながり」も同時に解決してい
くことも一つの狙い。

年間で多い年では
100万人以上の人が利用している
→かなりの来客集も見込めるのでは！？
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キッチンカーで食べ物を売り鹿児島の飲食
業界を盛り上げるきっかけを作る

公民館を開催地にし、コロナ対策と地域コ
ミュニティの活性化の両方を達成

鹿児島市でうまく運営できれば鹿児島市以
外の市町村の地域公民館で開催

地域公民館で取り組みが成功したら、家か
ら1番近い自治公民館でも開催
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まとめと将来展望この政策をすることで
得られる効果

• 市場が広がり利益が
見込める

• 宣伝効果になる

飲食

業界の
方々

飲食

業界の
方々

•地域のつながりを強め
ることができる

•交流あふれる豊かな街
を目指せる

市町村市町村

•遠くに行かなくても旬
の食材や昼食が買える

•自分の地域に関心を持
つようになる

地域

住民

地域
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